
様式第１号（第３条関係） 

風景区域における行為届出書 

（新規・変更） 

 

令和 〇年 〇月 〇日 

（宛先）各務原市長  

 

届出者 住所 岐阜県各務原市那加桜町１-６９ 

氏名 株式会社〇〇〇 各務原 太郎           

電話 〇〇〇－〇〇〇－〇〇〇〇 

                        

 

 

景観法第１６条第１項の規定により、関係図書を添えて次のとおり届け出ます。 

行為の場所 

 各務原市〇〇〇〇町〇〇丁目〇〇番、〇〇番 

風景区域名 
[ 森  ・  川  ・  田園と歴史  ・  まち ] の風景区域 

設計又は施工方法  設計図書のとおり 

着手予定日 令和  〇年  〇月  〇日 （予定） 

完了予定日  令和  〇年  〇月  〇日 （予定） 

届出内容に係る照会先 

 
住 所 〇〇県〇〇市〇〇丁目〇〇-〇 

  
氏 名 〇〇〇建築事務所 
 
電 話 〇〇〇-〇〇〇〇－〇〇〇〇 

 

ＦＡＸ 〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 
 
担当者 各務 
 

〔法人その他の団体にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地。〕 
  

〔備考〕 

１ 届出書は、正副２通提出してください。 

２ 裏面に必要事項を記入してください。 

３ 各務原市都市景観条例施行規則の別表に掲げる図書を添付してください。 

   □位置図（1/2,500 以上） □周辺の状況を示す写真 □配置図（1/100 以上） 

  □建築物・工作物については、彩色が施された４面の立面図（1/50 以上。各面ごとのベースカラー・ 

アソートカラー・アクセントカラーの色彩割合を記入してください。） 

４ 届出者の氏名の記載を自署で行う場合においては、押印を省略することができます。 

法人その他の団体にあっては、その 

名称及び主たる事務所の所在地。 

記載例 

 

着手予定日の 30 日前までに 
ご提出ください。 



 

行為の種類 行為の内容 

 

 

 

 

 

建築物 

・ 新築 

・ 増築 

・ 改築 

・ 移転 

・ 外観の変更 
（修繕・模様替え・ 

色彩の変更） 

主要用途：共同住宅 構造：鉄骨造 

 届出部分 既存部分 合計 

敷地面積 〇〇〇〇.〇〇㎡   ㎡ 〇〇〇〇.〇〇㎡  

建築面積 〇〇〇.〇〇㎡   ㎡ 〇〇〇.〇〇㎡  

延べ面積 〇〇〇〇.〇〇㎡   ㎡ 〇〇〇〇.〇〇㎡  

高さ：         〇〇.〇〇ｍ  （階数：  4 階） 

外観の変更：          ㎡ 

仕上材 

屋根：ガルバリウム鋼板         外壁：窯業系サイディング 

色彩 

屋根：N３               外壁：5YR8.2/3 

工作物 

・ 新設 

・ 増築 

・ 改築 

・ 移転 

・ 外観の変更 
（修繕・模様替え・ 

色彩の変更） 

種類： 構造： 

敷地面積：              ㎡ 築造面積：              ㎡ 

高さ：                ｍ 

（地上からの高さ）           ｍ 

外観の変更：             ㎡ 

仕上材： 色 彩： 

土地の開墾 

土地の形質の変更 

行為の面積：             ｍ2 法面・擁壁の高さ：          ｍ 

法面・擁壁の処理： 法面・擁壁の長さ：          ｍ 

土石の採取・鉱物の掘採 
行為の面積：             ㎡ 法面・擁壁の高さ：          ｍ 

法面・擁壁の処理： 法面・擁壁の長さ：          ｍ 

木竹の伐採 
行為の面積：             ㎡ 伐採樹木の高さ：           ｍ 

伐採樹木の種類： 伐採後の緑化： 

屋外における土石、廃棄物、 

再生資源その他の物件の堆積 

行為に供する面積：          ㎡ 堆積の高さ：             ｍ 

用途地域： 堆積期間：             日間 

〔備考〕 

１ 行為の種類については、該当する事項に ○ 印を付けてください。 

２ 「仕上材」の欄には、表面仕上げの素材等をできるだけ詳しく記入してください。 

３ 「色彩」の欄には、色調、色相及びマンセル表色系の記号等をできるだけ詳しく記入してください。 

  



 

景観形成のために配慮した事項 

地 域 特 性 

（周辺の状況等） 

 

 

各務原市役所まで約 1ｋｍ。 

配    置 

 

 

周辺建築物の壁面位置との調和に配慮した。 

外   構 

 

 

境界部分には、沿道としての一体化や連続性を確保するようにした。 

高   さ 

 

 

20ｍ以下とした。 

形態・意匠 

 

 

周辺の景観及びまち並みや建築デザインとの調和に配慮した。 

色  彩 

 

 

基調となる色は再度の低いものとし、周囲の景観及びまち並みとの調和に配慮した。 

素  材 

 

 

時間経過による退職、損傷、汚れに耐えうるものを使用した。 

附 属 建 築 物 

附 属 設 備 

 

 

周囲の景観及びまち並みとの調和に配慮した。 

緑  化 

 

 

接道緑化率 50％以上、敷地内緑化率 10％以上確保した。 

照  明 

 

 

特になし。 

 

そ の 他 
（伐採･環境･遮蔽等） 

 

 

 

 

特になし。 

 

 

 

 

  〔備考〕各務原市景観計画の景観形成基準について配慮した事項を記入してください。 


